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エグゼクティブサマリ
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l オフィスという場所に集合せずとも仕事が成⽴する環境が整いつつある。アンケート調査
によって⽣活者の移住に関する意識変化を明らかにするとともに、移住を促進する要素を探る。

l 移住希望者の数に⼤きな変化は無いが計画段階の⼈は増えた。
l 移住に関⼼が⾼いのは20~30代、未就学児あり、賃貸住まい、帰省先あり等。
l 移住候補地では東京圏と関東近郊が⼈気。年齢別で⾒ると、20-30代は東京圏・地⽅圏が半々、

40-50代は東京圏より地⽅圏を志向。
l 移住先での⽣活として都市部にはないライフスタイルを希求。⾃然等。
l 移住先での働き⽅では、リモートワーク経験者は移住先でも現在の勤務先を変えないで場所を問

わない働き⽅を望む。リモートワーク経験者の半数以上が⾃宅以外の仕事場が必要との考え。
l またリモートワークや柔軟な就業制度の導⼊で移住を促進できる可能性。同時にこれらは社員の

会社へのエンゲージメントアップにも寄与し得る。
l 移住の障壁は働き⼝、利便性、⼈間関係。ただし、リモートワーク普及によってコロナ前よりも

働き⼝や利便性の懸念は減少した。
l より具体的な移住検討を促進し得るものは、⽣活インフラとお⾦に関する情報提供（住まい、病

院、⾃治体、⽀援、コスト等）。
l 移住促進において注⽬すべきは、地⽅に加えて東京圏内も⼈気エリアであること、コワーキング

スペースへの⾼いニーズ、リモートワーク等育児・介護と仕事を両⽴をさせる柔軟な就業制度の
導⼊が検討を促進。

l 地⽅移住に関連して、多拠点⽣活の意向も調査。移住関⼼層の62%は地⽅移住・多拠点⽣活のど
ちらにも関⼼を持つ。多拠点⽣活のみに関⼼がある層は11%、23区在住で所得が⾼く、拠点候補
地には⽇帰り圏を希望。
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はじめに
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背景
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l これまで、利便性や経済性などの理由から⼈は都市へ集中してきた。そして、
その反作⽤である各地⽅の⼈⼝減少は優先度の⾼い社会課題となっている。

l これに対応すべく、政府や地⽅公共団体も「地⽅への新しいひとの流れをつく
る」という課題意識の下、地⽅への移住を促進するための検討を進めてきた。

l ⼀般的に、移住における最⼤の障壁の⼀つが「移住先での働き⼝」である。

l 働き⽅や働く場所を柔軟にするリモートワークはこれまでも技術的には可能では
あったが、普及には⾄らなかった。

l しかし新型コロナという外圧は、普及の阻害要因になっていた⼈や企業の価値観
を⼀変させ、リモートワークをこれまでにない規模で浸透させる格好となった。

l オフィスという場所に集合せずとも仕事が成⽴する環境が整いつつある今、より
住環境の良い郊外や地⽅への移住の現実性が増しているのではないか。

l 本調査では、アンケート調査によって⽣活者の移住に関する意識変化を明らかにする
とともに、何が移住を促進し得るのかを探る。
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アンケート調査仕様
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l 調査対象︓20〜59歳の男⼥

l 調査地域︓東京都、埼⽟県、千葉県、神奈川県

l 調査⽅法︓インターネットリサーチ

l 調査時期︓
予備調査 2020年8⽉14⽇〜20⽇
本調査 2020年8⽉26⽇〜28⽇

l 有効回答数︓
予備調査 14,470サンプル

2015年度の国勢調査に基づき、
⼀都三県の男⼥別⼈⼝動態に合わせ割付

本調査 5,017サンプル
予備調査で移住意向のあった、8,588名を対象に実施
回答率66%

l 設問数︓
予備調査 全25問
本調査 全20問

埼⽟県

19.4%

千葉県

16.2%
東京都

39.2%

神奈川県

25.1%

20代

20.7%

30代

25.9%
40代

30.5%

50代

22.8%

(N=14,470)
年代

居住エリア

Copyright(C) 2020 KDDI Research, Inc. All Rights Reserved.



移住希望者の数
数に⼤きな変化は無いが計画段階の⼈は増えた
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移住への関⼼は新型コロナ前後で⼤きな変化は⾒られない

出典︓移住等の増加に向けた 広報戦略の⽴案・実施のための調査事業 報告書
（内閣官房 まち・ひと・しごと創⽣本部事務局、2020年5⽉15⽇発⾏）

（参考）
2020年2⽉

49.8%

2020年8⽉
43.7%

今回調査
（東京圏在住の男⼥ N＝14,470） ※

内閣官房 まち・ひと・しごと創⽣本部事務局調査
（東京圏在住の男⼥ N=10,000）※

関⼼なし
50.2%

関⼼なし
56.3%

関⼼あり 関⼼あり
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移住への関⼼

（補⾜）2⽉と8⽉の調査間における移住関⼼度の差分要因の⼀つと思われるもの
8⽉調査の⽅が2⽉調査よりも東京圏出⾝者が占める割合が多かったため。2⽉調査では東京圏出⾝者はの割合は75.1%、8⽉
調査では81.3%。⼀般的に移住意向は、東京圏出⾝の⽅が地⽅出⾝者よりも低くなる（今回調査では東京圏出⾝者の移住関
⼼者は36%、地⽅出⾝者の移住関⼼者は49%）。今回の8⽉調査では、移住意向の低い東京圏出⾝者の割合が多かったこと
が、全体の移住関⼼者の割合を下げた要因の⼀つと考えられる。

※ 1都3県の⼈⼝分布に従う
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2020年2⽉
(N=10,000)

2020年8⽉
(N=14,470)

2.2
11.5 9.8

36.1 28.5

47.0 54.1

3.2 2.1

※出典︓移住等の増加に向けた 広報戦略の⽴案・実施のための調査事業 報告書
（内閣官房 まち・ひと・しごと創⽣本部事務局、2020年5⽉15⽇発⾏）

5.4計画層
⼀年以内の移住を検討

検討層
時期も場所も未定だが
情報収集している

⾮意向層
移住には興味がない

関⼼層
漠然と関⼼だけ持っている

断念層
移住に興味があったが
何らかの理由で諦めた

関⼼度合い

⾼

低

9

以前よりも計画段階の⼈が増え、移住の検討がより具体化

※

移住の関⼼度合いによる割合
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東京圏の移住検討者は389万⼈（業種別に積み上げ推計）

３,613万⼈ 389万⼈

東京圏の⼈⼝ 推計移住検討者 業種別移住意向（計画+検討）

上位

1. 飲料メーカー
2. 不動産業
3. ⽇⽤品メーカー
4. 学校・教育産業
5. 化粧品メーカー

下位

17. 運輸業
18. 医療・福祉
19. ⼩売業下記条件を踏まえ推計

①今回のアンケート調査での業種別移住検討者の出現率
②テレワークでは対応しづらい仕事の従事者17%を除外
③1都3県の⼈⼝における産業別有職者数の⽐率

（全19業種 マスコミ関連、広告関連、シンク
タンクは調査対象外 予備調査 N=14,470）
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移住意向者の⼈物像
関⼼が⾼いのは、20~30代、未就学児あり、賃貸住まい、
帰省先あり、介護者あり
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移住への関⼼が⾼い属性

40-50代
39.8%

上記以外
43.3%

持ち家
40.1%

なし
41.1%

なし
33.6%

20-30代

賃貸、持ち家以外は除く その他は除く

（予備調査 N=14,470）

各属性における関⼼（計画+検討+関⼼）の割合

1

興味あり
48.3%

未就学児あり
2

賃貸住まい
3

帰省先あり
4

介護者あり
5

興味あり
49.４%

興味あり
49.2%

興味あり
48.3%

興味あり
55.9%
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移住への関⼼が⾼い職業は
①企画・マーケティング、②クリエイティブ、③専⾨

53.5

44.4

48

61.5

44.7

40.5

54.2

49.9

39.6

58.5

43.2

43.6

41.6

47.5

44.4

46.6

0 40 80

営業職

事務職

総務・⼈事・経理職

企画・マーケティング職

経営者・会社役員

サービス職（販売・飲⾷など）

専⾨職（コンサルタント・⼠業・⾦融・不動産）

エンジニア（IT、製造、素材、化学、⼟⽊、建築等）

⽣産技術・製造技術・品質管理関連職

クリエイティブ職（広告・出版関連）

Web・ゲーム関連職

交通・運輸関連職

医療・福祉・介護関連職

教育・保育関連職

農林⽔産関連職

公務員・団体職員

②

(予備調査 お勤めの⽅ N=9,876）

職業別の移住に対する関⼼（計画+検討+関⼼）の割合

① 企画・マーケティング職

② クリエイティブ職（広告・出版関連）

③ 専⾨職（コンサル・⼠業・⾦融・不動産）
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移住候補地
東京圏と関東近郊が⼈気

14Copyright(C) 2020 KDDI Research, Inc. All Rights Reserved.



Q．地⽅移住、⼆拠点⽣活・多拠点⽣活に関⼼がある、気になっているとお答えの⽅へお伺いします。
現在、移住先、または、別の⽣活拠点の候補地・エリアとして考えている地域をお答えください。（１つ選択）
（予備調査 移住に関⼼あり全体 N=5,649、移住計画層 N=739）

東京圏
26.6%

東京圏
54.8%

地⽅圏
28.7%

地⽅圏
36.1%

東京圏・地⽅圏の
どちらも候補

15.3%

東京圏・地⽅圏の
どちらも候補

8.5%候補地の地域は
絞れていない

29.5%

絞れていない
0.5%

東京圏︓⼀都三県（今住んでいるところより郊外）
地⽅圏︓東京圏（⼀都三県）以外の道府県

15

移住を計画をしている半数が東京圏への移住を希望

移住に関⼼あり全体の移住先 計画層の移住先

計画層の半数が
東京圏を希望
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20.2

23.9

29.1

31.9

30.9

28.4

27.0

29.2

16.0

14.3

14.9

16.1

32.9

33.5

28.9

22.9

0% 100%

50代

40代

30代

20代
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Q．地⽅移住、⼆拠点⽣活・多拠点⽣活に関⼼がある、気になっているとお答えの⽅へお伺
いします。現在、移住先、または、別の⽣活拠点の候補地・エリアとして考えている地域を
お答えください。（それぞれ１つずつ選択）
（予備調査 移住関⼼者 N=5,649）

年齢別で⾒ると、20-30代は東京圏・地⽅圏が半々、
40-50代は東京圏より地⽅圏を志向

≒
地⽅圏 両⽅ まだ候補なし東京圏

≒

＜

＜

移住意向者が考えている移住候補地
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東京圏
• 神奈川県（鎌倉、藤沢など）
• 千葉（館⼭、船橋など）

地⽅圏
• ⻑野県（軽井沢、松本など）
• 静岡県（熱海、下⽥など）
• 沖縄県（那覇、宮古島など）
• 北海道（札幌、函館など）

Q．具体的な移住先の候補になっている都道府県名＋市町村名をお知らせください。（フリーアンサー）
（本調査 5,017 の回答で移住地名の記⼊のあったもの N=908）

具体的な移住候補地

移住候補地としては東京圏では神奈川、千葉が⼈気
地⽅圏でも関東近郊の⻑野、静岡が⼈気
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移住先での⽣活
都市部にはないライフスタイルを希求
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移住先に求めるのはスローライフや⾃然等、
都市部には無いライフスタイル

43.7
42.6

36.3
32.1

31.3
29.5

25.4
24.4
23.9

16.8
16.1

15.4
11.6
11.3
10.9

10.2
9.6

6.7
5.3
5.2

0.6

0% 25% 50%

⾷べ物や⽔、空気がおいしい環境で⽣活すること
健康的な⽣活を送ること

スローライフを実現すること
趣味を楽しむこと

気候が暮らしやすいこと
⽣活コスト(物価、光熱費、住居費など)の削減をす…

仕事と⽣活のどちらも充実させること
暮らしたい街で暮らすこと

広い家で暮らすこと
⾃然の多い環境で⼦育てすること

都⼼を離れること
やりたい仕事、⾃分に合った仕事をすること

地域住⺠と良好な関係を築くこと
⽣活の利便性をより⾼くすること
家族・親戚の近くで⽣活すること

医療、福祉施設が充実した環境で暮らすこと
家を購⼊すること

これまであまり接することがなかった⼈と交流する…
地域の⼀員として、地域課題解決に貢献すること

あてはまるものはない
その他 （本調査 N=5,017）

⾷べ物や⽔、空気がおいしい環境での⽣活
健康的な⽣活

スローライフの実現
趣味を楽しむ

暮らしやすい気候

移住先で期待するライフスタイル（複数選択）
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移住を意識したきっかけは「ライフプランの再考」、
「現在の疲れ」、「リモートワーク普及」

25.1

22.5

20.4

13.7

12.6

11.4

6.6

6.3

5.6

4.4

3.8

3.5

3.5

3.1

2.6

2.4

2.4

16.8

0% 30%

将来のライフプランを考えたこと

現在の⽣活や仕事の疲れ

新型コロナ＆リモートワーク

旅⾏

当初より地⽅や郊外での暮らしを希望

移住の番組や記事等

⼦どもの成⻑

帰省

移住した知⼈の影響

病気や怪我

⼦どもの誕⽣

結婚

転職活動

その他

⼦どもの独⽴

昇進等、仕事の成果

就職活動

あてはまるものはない

将来のライフプランを考えたこと
現在の⽣活や仕事の疲れ

新型コロナ＆リモートワーク

移住を意識したきっかけ（複数選択）
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移住先に求める必須条件は「安全・安⼼」「⽇常⽣活」
次いで、「環境」「経済」「⽀援制度」と順当な回答
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学
校
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
住
む

オ
ン
ラ
イ
ン
で
移
住
先
の
住
ま
い
探
し
︑
内
覧
︑
契
約
が
で
き
る

知
⼈
・
友
⼈
・
親
族
が
住
ん
で
い
る

魅
⼒
的
な
⼈
た
ち
と
出
会
え
る

畑
や
⼭
林
と
共
⽣
し
地
産
地
消
し
て
い
る

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
住
宅
情
報
の
提
供

い
つ
ま
で
運
転
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
し
︑
⾃
動
運
転
⾞
が
欲
し
い

古
⺠
家
や
宅
地
の
無
償
譲
渡
制
度

通
え
る
範
囲
に
産
婦
⼈
科
や
⼩
児
科
が
あ
る

昔
か
ら
よ
い
場
所
と
さ
れ
て
い
る

気
の
利
い
た
お
気
に
⼊
り
の
も
の
が
⾒
つ
か
る

移
住
先
の
⾃
治
体
に
よ
る
定
住
促
進
・U

タ
ổ
ン
相
談
⽀
援
窓
⼝

職
業
紹
介
や
就
農
⽀
援︵
林
業
・
⽔
産
業
も
含
む
︶

保
育
所
や
学
校
な
ど
の
⼦
育
て
環
境
は
リ
ア
ル
に
充
実
し
て
い
る
こ
と

職
場
に
近
い
と
こ
ろ
に
住
む

⼦
ど
も
の
医
療
費
無
料
や
補
助
⾦
等
の
⾏
政
サ
ổ
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る

ど
こ
に
で
も
ク
ル
マ
か
バ
イ
ク
で
⾏
け
れ
ば
よ
い

地
域
の
⾒
守
り
が
し
ỵ
か
り
し
て
い
る

引
越
し
費
⽤︵
敷
⾦
礼
⾦
を
含
む
︶
の
補
助

⾃
宅
購
⼊
費
⽤
︑
増
改
築
︑
リ
フ
Ỿ
ổ
ム
の
補
助
や
家
賃
の
補
助

東
京
圏
に
⽇
帰
り
で
き
る

１
時
間
程
度
で
⾏
け
る
範
囲
に
デ
パ
ổ
ト
や
⼤
規
模
商
業
施
設
が
あ
る

職
場
な
ど
決
ま
ỵ
た
場
所
に
は
公
共
交
通
機
関︵
電
⾞
や
バ
ス
︶
を
利
⽤

普
段
の
交
通
⼿
段
は
公
共
交
通
機
関︵
電
⾞
や
バ
ス
︶
を
利
⽤
す
る

だ
い
た
い
ど
こ
へ
で
も
徒
歩
や
⾃
転
⾞
で
移
動
す
る

冬
は
暖
か
く
︑
夏
は
涼
し
い
と
こ
ろ
︒
気
候
が
穏
や
か

緑
や
海
︑
川
な
ど
の
⾃
然
が
豊
富

⾷
べ
物
が
美
味
し
い

１
時
間
程
度
で
⾏
け
る
範
囲
に
地
域
中
核
病
院
や
総
合
病
院
が
あ
る

⾞
や
交
通
機
関
が
あ
れ
ば
⽇
常
の
も
の
は
ひ
と
と
お
り
そ
ろ
う

今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
よ
り
も
物
価
が
安
い

徒
歩
や
⾃
転
⾞
で
⾏
け
る
範
囲
で
⽇
常
の
も
の
は
ひ
と
と
お
り
そ
ろ
う

防
災
対
策
が
し
ỵ
か
り
し
て
い
る

⾃
然
災
害
が
少
な
そ
う

犯
罪
が
少
な
い

0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
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Q．あなたが、移住先での⽣活を考える上で、以下にあげることについてどう思いますか。あてはまるもの
を答えください。（必須/重視/気にしない/どちらでも/あって欲しくない、の5段階から必須のみ集計）

移住を真剣に考えるために必須の条件（複数回答）
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移住先での働き⽅
「現在の勤務先を変えない」で「場所を問わない」働き⽅
リモートワークが移住を促進し得る
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新型コロナで増えたリモートワーク、
勤め⼈の約半数がリモートワークを経験

23

65

49.9

65.3

85.8

41.3

12.2

56.3

71.5

31.1

52.1

65.9

11.9

11.7

43.7

27.8

51.8

0 50 100

営業職
事務職

総務・⼈事・経理職
企画・マーケティング職

経営者・会社役員
サービス職（販売・飲⾷など）

専⾨職（コンサルタント・⼠業・⾦…
エンジニア（IT、製造、素材、化学、…
⽣産技術・製造技術・品質管理関連職
クリエイティブ職（広告・出版関連）

Web・ゲーム関連職
交通・運輸関連職

医療・福祉・介護関連職
教育・保育関連職

農林⽔産関連職
公務員・団体職員

Q．あなたは、新型コロナウイルスの流⾏によって経験した働き⽅はありますか。
あてはまるものをすべてお答えください。（複数選択可）
（予備調査 お勤めの⽅ N=9,876）

総数14,470
100%

勤め⼈9,876
68%

リモートワーク
経験者
4,627
32%

(勤め⼈の47%)

職業別のリモートワーク経験率
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リモートワークを経験すると移住先でも「現在の勤務
先を変えない」で「場所を問わない」働き⽅を望む

24

0% 20% 40%

勤務時間にとらわれない仕事がしたい

可能であれば副業したい

サテライトオフィス等の場所を問わない仕事がしたい

⼩さな会社でも良いのでやりたい仕事をしたい

現在の勤務先は変えない（地⽅の事業所、または、リ…

勤務先は変えてもいいが、⾃分の知識や能⼒を活かすた…

労働時間を⼤幅に短縮したい

パートナーも移住先で仕事ができること

移住先の地域特⾊に関連した仕事がしたい

地域社会の活性化に貢献する仕事がしたい（地域おこし…

なるべく⼤きな会社で働いて安定性を求めたい

起業（独⽴した農家を含む）したい

現在の勤務先が変わるのなら移住したくない

移住後は仕事をするつもりはない

その他

テレワーク経験者 テレワーク経験なしリモートワーク経験者 リモートワーク経験なし （本調査 お勤めの⽅ N=3,742）

サテライトオフィス等の場所を問わない仕事がしたい

現在の勤務先は変えない（地⽅の事業所、リモート活⽤）

リモートワーク経験の有無で移住先で望む働き⽅が変わるか︖

Copyright(C) 2020 KDDI Research, Inc. All Rights Reserved.



強く感じる

21.6%

やや感じる

34.8%

どちらでもない

21.5%

あまり感じない

13.0%

まったく感じない

9.1%

必要と感じる
56.4%

1. オンオフの切り替えがしづらい（34.3%）

2. ⾃宅ではできない仕事がある（32.4%）

3. ⾃宅だとつい仕事以外のことを
したくなる（30.8%）

4. 仕事上のコミュニケーションが
取りづらい（28.6%）

5. 仕事をするのに適した環境では
ない（27.3%）

25

リモートワーク経験者の半数以上が
⾃宅以外にも「仕事場」が必要だと考えている

リモートワーク不満上位５つ リモワク時⾃宅以外の仕事場ニーズ

Q．新型コロナウィルスの影響で、在宅勤務の割合が⼤きくなりがちですが、⾃宅以外の場所でのテレ
ワーク・リモートワークの必要性を感じましたか。お気持ちに近いものをお答えください。（１つ選択）

（予備調査 テレワーク・リモートワーク経験者 N=4,627)

Copyright(C) 2020 KDDI Research, Inc. All Rights Reserved.



Q．テレワーク・リモートワークの常態化が進んだ場合をイメージしてお考えください。あなたは、現
在の勤務先の雇⽤条件がそのままで、働く場所、住む場所が⾃由になった際に、勤務先と居住地の理想
の位置関係はありますか。お気持ちとに⼀番近いものをお答えください。（１つ選択）

（予備調査 テレワーク・リモートワーク経験者 N=4,627)

26

リモートワーク経験者の４割は、職住分離を求める傾向

住む場所と働く場所が
同⼀であることに
こだわりがない

46%

➕

働く場所が地⽅寄りで
住まいが東京圏寄り

働く場所が東京圏寄りで
住まいが地⽅寄り

リモートワーク経験者が望む勤務先と居住地の理想の位置関係
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かなり⾼まる

20.9%

やや⾼まる

47.1%

変わらない

29.8%

むしろ下がる

2.1%

27

会社から移住が認められると社員のエンゲージメントが
⾼まる可能性あり

移住が認められたら勤務先への
エンゲージメントが⾼まる

68%

Q．現在の勤務先（企業や団体等）が、同じ雇⽤条件で移住を認める制度を導⼊した場合、あな
たの勤務先へのエンゲージメント（この会社で働こうという肯定的な気持ち）は⾼まりますか。
（１つ選択） (本調査 お勤めの⽅ N=3,742)

移住制度導⼊で勤務先へのエンゲージメントが⾼まる
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28

フレックスや在宅勤務等の柔軟な就業制度を作ることが、
移住の障壁を緩和し、移住を促進する

（本調査 お勤めの⽅
N=3,742）

制度なし
36.3%

制度なし
37.2%

就業制度あり
42.3%

就業制度あり
60.0%

23.3

22.7

25.1

14.5

31.5

8.0

11.6

19.1

8.7

26.2

0% 35%

現在の勤務先は変えない（地⽅の事業

所、または、リモート勤務の制度を使

う）

サテライトオフィス等の場所を問わない

仕事がしたい

パートナーも移住先で仕事ができること

なるべく⼤きな会社で働いて安定性を求

めたい

可能であれば副業したい

制度あり 制度なし

現在の勤務先は変えないで、地⽅の事業
所、またはリモートワークを活⽤

移住意向者が移住先で求める働き⽅ 柔軟な就業制度は移住意向を⾼める

未就学児あり
1

介護者あり
2

Copyright(C) 2020 KDDI Research, Inc. All Rights Reserved.

就業制度︓フレックス、時短勤務、
在宅勤務、副業、時差出勤等の制度



移住の障壁となるもの
働き⼝、利便性、⼈間関係
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30

移住先での不安は「働き⼝」「利便性」「⼈間関係」

32.0
30.9

30.1
27.1

22.9
21.5

19.8
19.4

16.9
16.0

15.0
14.9
14.5

13.3
12.8

11.3
10.8

9.6
8.6

7.0
6.9
6.6

6.1
5.9

5.4
5.0

0.7
7.4

0% 25% 50%

働き⼝
公共交通機関が不便

⽥舎の⼈間関係
⽇常⽣活が不便

医療・福祉施設が少ない
資⾦不⾜

どこから⼿を付けてよいのかわからない
思ったよりも⽣活コストが下がらなそう

移住先では求める給与⽔準にない
災害対策が不⼗分

移住後のイメージがわかない
なんとなく興味はあるが実⾏しないと思う

移住先に関する情報不⾜
治安が悪い

周囲に相談できる⼈がいない
⽂化・⾵習の差異と

レジャー・娯楽施設が少ない
事務の仕事が少ない

突き詰めると実は移住する必要がない
都会で失敗した⼈などネガティブな噂がたつ

移住先では専⾨性が⽣かせない
⾏政サービスの低下

現在の仕事のやりがいが⾼い
今住んでいるところでの⼈間関係を維持したい

⼦供と同世代の家族がいるかどうか不安
地元などで過去の⼈間関係に戻る

その他
該当するものはない （本調査 N＝5,017）

移住することへの不安・懸念・障壁（複数回答）

働き⼝
公共機関が不便
⽥舎の⼈間関係
⽇常⽣活が不便
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31

ただしコロナ前と⽐較すると働き⼝、賃⾦、利便性への
懸念が減少、 リモートワーク普及が⼀因と考えられる

50.8%

49.7%

24.6%

36.8%

31.5%

46.0%

32.0%

30.9%

30.1%

27.1%

22.9%

16.9%

0% 30% 60%

働き⼝が⾒つからないこと

公共交通機関が不便なこと

⽥舎の⼈間関係が不安

⽇常⽣活が不便なこと

医療・福祉施設が少ないこと

賃⾦が安い

2020年2⽉まちひとしごと調査 2020年8⽉今回調査

出典︓移住等の増加に向けた 広報戦略の⽴案・実施のための調査事業 報告書
（内閣官房 まち・ひと・しごと創⽣本部事務局、2020年5⽉15⽇発⾏）

(移住関⼼層 まち・ひと・しごと調査 N=4,981、今回調査 N＝5,017)

移住への不安や懸念はコロナ前後で変化あり

働き⼝が⾒つからない

公共交通機関が不便

賃⾦が安い
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32

⼈間関係への懸念により新しい⼈間関係への期待は少ない

43.7
42.6

36.3
32.1

31.3
29.5

25.4
24.4
23.9

16.8
16.1

15.4
11.6
11.3
10.9

10.2
9.6

6.7
5.3
5.2

0.6

0% 25% 50%

⾷べ物や⽔、空気がおいしい環境で⽣活すること
健康的な⽣活を送ること

スローライフを実現すること
趣味を楽しむこと

気候が暮らしやすいこと
⽣活コスト(物価、光熱費、住居費など)の削減をす…

仕事と⽣活のどちらも充実させること
暮らしたい街で暮らすこと

広い家で暮らすこと
⾃然の多い環境で⼦育てすること

都⼼を離れること
やりたい仕事、⾃分に合った仕事をすること

地域住⺠と良好な関係を築くこと
⽣活の利便性をより⾼くすること
家族・親戚の近くで⽣活すること

医療、福祉施設が充実した環境で暮らすこと
家を購⼊すること

これまであまり接することがなかった⼈と交流する…
地域の⼀員として、地域課題解決に貢献すること

あてはまるものはない
その他

（本調査 N=5,017）

移住先で期待するライフスタイル（複数選択）

これまであまり接することがなかった⼈との交流
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移住検討を促進し得るもの
⽣活インフラとお⾦に関する情報提供で検討を促進できる可能性
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関⼼層や検討層の移住検討を促進し得るのは、
⽣活インフラとお⾦に関する情報

Q.あなたが移住を真剣に考えるために必要な情報はどのようなものですか。
情報の内容や細かさも含めて⾃由にお書きください。(フリーアンサー)

フリーアンサーによる回答結果をコレスポンデンス分析

計画層検討層関⼼層

治安住まい
⽀援
⾃治体
コスト

⽣活
住まい
資⾦
病院
⾃然

層ごとに求める情報が異なる

移住を真剣に考えるに必要な情報

⽣活インフラやお⾦に関する
情報を求めている

計画段階になる
と左記事項は考
え終えている
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まとめ
移住を促進するための3つの視点
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まとめ︓移住を促進するための3つの視点
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新型コロナウィルスの感染拡⼤により、⼈や企業の価値観は⼤きく変化した。移住への⾼い関⼼もその⼀つで
ある。本調査では、コロナ以降の移住に関する⽣活者の意識の変化を明らかにした。本調査から⾒えた移住を
促進する要素を3つの視点から提案する。

1. 移住ニーズは地⽅だけではなく⾸都圏の郊外も
本調査では、移住への関⼼が⾼いのは主に20-30代の若年層で、候補地としては、⻑野、静岡といった地⽅だ
けではなく鎌倉、藤沢、館⼭などの東京圏内の郊外への移住ニーズも⾼いことが明らかになった。移住を促進
するには⾸都圏近郊への流れも考慮する必要があるだろう。

2.リモートワークのさらなる促進、コワーキングスペースの拡充
場所にとらわれないリモートワークの普及は、仕事や賃⾦といった⽣活基盤に関わる移住障壁を減少させた。
その⼀⽅、⾃宅で作業する場合、仕事とプライベートのオンオフの切り替えがあいまいになるといった不満も
明らかになった。そういった問題を近場の仕事場として使えるコワーキングスペースが解決し得るだろう。

3.育児・介護と仕事を両⽴をさせる柔軟な就業制度の導⼊
本調査で明らかになった傾向として、未就学児をもつ世帯、介護者が⾝近にいる⼈の移住意向が⾼かったこと
があげられる。このような⽣活者に対して、会社がリモートワークやフレックスタイムなど柔軟な就業制度を
導⼊することで移住を促進できる可能性がある。今後、育児や介護をしながら働く、住みたいまちに暮らしな
がら今の会社に勤める、副業するといった、多様な働き⽅のニーズに対応できる柔軟な就業制度がある会社が
選ばれていくと考えられる。
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（付録）多拠点⽣活について
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地⽅移住に関⼼がある⼈は多拠点⽣活への関⼼も⾼い
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2020年8⽉
43.7%

地⽅移住・多拠点⽣活のどちらにも関⼼
27.3% 

地⽅移住にのみ関⼼
11.7%

多拠点⽣活にのみ関⼼
4.7%

移住には関⼼がないが
ワーケーションにのみ関⼼
（ 2.1% ）

地⽅移住：東京圏（⼀都三県）以外の道府県への移住、および、
東京圏の中で今住んでいるところよりも郊外への移住

多拠点⽣活：いま住んでいるところ以外にも⽣活拠点を持つこと

移住の関⼼者の内訳

関⼼あり

関⼼なし
56.3%

今回調査
（東京圏在住の男⼥ N＝14,470） ※

※ 1都3県の⼈⼝分布に従う
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多拠点⽣活への関⼼が⾼い属性

23区以外
23.9%

40-50代
28.7%

800万円
未満

32.1%
なし

29.4%
なし

23.8%

東京23区在住

わからない/教えたくない
を除く

その他を除く

（予備調査 N=14,470）

各属性における関⼼（計画+検討+関⼼）の割合

1

関⼼あり
37.5%

20-30代
2

世帯年収
800万円以上

3

帰省先あり
4

介護者あり
5

関⼼あり
35.9%

関⼼あり
38.3%

関⼼あり
35.7%

関⼼あり
45.0%
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40.1

26.2

47.5

15.9

44.9

42.9

17.9

12.5

16.9

28.5

16.8

36.4

8.3

36.8

36.1

10.6

6.1

10.4

0% 50%

庶⺠的でうまい料理やお酒を出す店がある

地元で取れる⾷材や地ビールなどを出すお店がある

1⼈で⾃分だけの時間を楽しめる

平⽇の昼間から外でお酒を飲める

⽊陰で⼼地よい⾵を感じることのできる場所がある

緑や⽔に直接触れられる公園や⽔辺がある

デートする場所がある

⾒とれてしまうような素敵な異性を⾒かける

活気ある街の喧騒を感じられる

⾷⽂化が豊か

匿名性がある

⾃然を感じる

ロマンスが
ある

街を感じる

多拠点⽣活意向者の⼈物像
⾷⽂化が豊か、匿名性がある、⾃然を感じる、ロマンスが
あるまちを好む

40

暮らしたいまちにあるコトや場所

Q．あなたが暮らしたいまちのイメージに、以下にあげるコトや場所は当てはまりますか。当てはまる
ものをすべてお選びください。（複数選択可） （予備調査 N=14,470）
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東京圏
• 神奈川県（鎌倉、藤沢など）
• 千葉（館⼭、房総など）

地⽅圏
• ⻑野県（軽井沢、⻑野など）
• 静岡県（熱海、伊⾖など）
• 沖縄県（那覇、宮古島など）
• 北海道（札幌など）

Q．具体的な移住先の候補になっている都道府県名＋市町村名をお知らせください。（フリーアンサー）
（本調査 多拠点⽣活関⼼者 4,636の回答で移住地名の記⼊のあったもの N=665）

具体的な拠点候補地

拠点候補地としては東京圏では神奈川、千葉が⼈気
地⽅圏でも関東近郊の⻑野、静岡が⼈気
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42.1
30.8

52.3
51.9

44.4
41.6

52.3
31.6

37.5
30.1

24.5
22.6

19.9
11.7

29.9
11.9

2.5
12.3

4.4

0% 30% 60%

住宅の確保
仕事
治安
交通

物価・住居費
医療・保険・福祉
商業施設・買い物

⼈間関係
⾃然
防災
景観

⽂化的な⽣活
地域のイメージ・評判

教育・⼦育て
公的な施設・サービス

地域の発展・将来性
その他

娯楽
地域の伝統

重要なこと（MA）
重要なこと（1位）
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多拠点⽣活をする上で最も重要なことは住宅の確保、
次いで仕事。治安、商業施設、交通、⽣活コストも重要視

（本調査 多拠点⽣活のみ関⼼者 N=522）

多拠点⽣活をする上で重要なこと

住宅の確保
仕事
治安
交通

物価・住居費

商業施設・買い物
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11.3

13.2

23.8

18.4

29.5

33.0

63.4

54.0

41.2

6.9

3.3

2.1

0% 100%

地⽅移住のみ

地⽅移住＆多拠点⽣活

多拠点⽣活のみ

多拠点⽣活関⼼者は東京圏へ⽇帰りできることを重視
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Q．あなたが、移住先での⽣活を考える上で、以下にあげることについてどう思いますか。
あてはまるものをそれぞれお答えください。（それぞれ1つずつ選択）
ー東京圏に⽇帰りできる

（本調査 移住関⼼者 N=5,017）

検討するためには
必須

東京圏へ⽇帰りできることの重要度

必須ではないが、
重視している

あまり気にしない/
あってもなくても良い

むしろあって
欲しくない

多拠点⽣活のみ関⼼あり
（522）

地⽅移住のみ関⼼あり
（1,404）

多拠点⽣活、地⽅移住の
どちらも関⼼あり

（3,091）
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以上

お問い合わせは以下までお願いします

(株)KDDI総合研究所
フューチャーデザイン2部⾨ 共創戦略1グループ 畑中梨沙

https://www.kddi-research.jp/inquiry.html
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